
 

 

令和７年度 全国学力・学習状況調査結果の 

分析について（小学校） 綾瀬市教育委員会 

１ 調査について 

令和７年度全国学力・学習状況調査が、令和７年４月１７日に小学校６年生と中学校３年生を対

象とした悉皆調査として、教科に関する調査（国語、算数、理科）と質問調査を実施したことを受

け、この調査結果を本市の児童・生徒の学力・学習の状況を把握する資料の一つとし、今後はこの

分析をもとに、指導の改善を図り、学力向上につなげてまいります。 

 

２ 教科に関する調査の平均正答率と平均正答数 
小学校 国語 算数 理科 

綾瀬市 
正答率 61％ 50％ 51％ 

正答数 8.5／14問 8.0／16問 8.7／17問 

全国 
（公立） 

正答率 66.8％ 58.0％ 57.1％ 

正答数 9.4／14問 9.3／16問 9.3／17問 

 

３ 確かな学力の向上に向けて 
〇綾瀬市型小中一貫教育に取り組み、９年間を見通した系統的な学びを実践しており、確かな学力

の向上を図るために、「授業での振り返り」と「家庭学習の習慣化」を推進しています。 

〇「あやせ学びづくり運動」「あやせ家庭読書・ふれあいの日～あやせゼロの日運動～」や、あや

せコミュニティ・スクール等を通して、家庭・地域との連携を深め、家庭学習の習慣化を推進し

ていきます。 

〇少人数学級や少人数指導の実施など、きめ細かな指導体制に努めます。 

〇「学習支援者」の配置により配慮の必要な児童への学習支援を行います。 

〇よむYOMUワークシート（高学年で実施）等の取組により、読解力の向上に努めます。 

〇読書の充実を図るために、学校司書の配置、学校図書館の充実等の読書環境の整備に努めます。 

〇授業支援ソフトやＡＩドリル等、タブレット端末を効果的に活用した授業改善に努めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇綾瀬市では、「家庭学習の手引き」を作成し、学校

と家庭が連携した家庭学習に取り組んでいます。 

〇綾瀬市では、小中一

貫教育の取組の一

つとして、児童・生

徒が安心して授業

に臨めるように、

「授業スタイルの

共通化」に取り組ん

でいます。 

〇特に、めあて（目標）

を明確にすること

や、めあてに沿って

振り返ることを大

切にしています。 
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【国語に関する調査結果の分析】  平均正答率 ６１％  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導の改善に向けて】 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付ける 

○ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けるためには、文章の中から必要な情報を取捨選

択したり、整理したり、再構成したりすることが重要である。必要な情報は、目的に応じて変わるため、読む目的を明確にする

ことが大切である。ここでは、田中さんが【資料４】を読み、「人によって言葉の意味のとらえ方がちがうと、伝え合うときに困る」と

考えている。田中さんが、【資料４】に書かれていることと【資料１】に「コミュニケーションの食い違いを放置しておくわけにもいき

ません。」と書かれていることを結び付けていると捉えることが求められる。 

〇 特に、田中さんが、【資料４】に書かれていることと【資料１】に「『本来の意味』『本来とは違う使い方』といった言い方にとどめ

ています。」と書かれていることを結び付けていると捉えており、【資料４】に書かれていることと【資料１】に「コミュニケーションの

食い違いを放置しておくわけにもいきません。」と書かれていることを結び付けていると捉えることができていないと考えられる。2

つの資料から、必要な情報を見つけ結びつけるなどして考えをまとめることが大切である。 

国語問題 国語正答例 

正答率が最も高かった問題 
 

正答率が最も低かった問題 
 

○ 全14問中、正答率が75％を上回ったのは 2問で、50％を下回ったのは４問です。 

○ 全14問中、無解答率が15%を超えたのは、14問目(３三(2))となっていました。 

 

問題番号：２二 

出題の趣旨：図表などを用いて、自分の考えが伝わるよう

に書き表し方を工夫することができるかどうかを

みる。 

問題番号：３三（１） 

出題の趣旨：目的に応じて、文章と図表などを結び付けるな

どして必要な情報を見付けることができるかどうか

をみる。 

この問題に 

ついて 
綾瀬市 全国 

全国との 

比較 

正 答 率 34.7% 40.8% -6.1 

無解答率 8.0%  3.4% +4.6 

 

この問題に 

ついて 
綾瀬市 全国 

全国との 

比較 

正 答 率 79.4% 81.8% -2.4 

無解答率 1.2% 0.8% +0.4 

 

正答：３ 
正答：３ 
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【算数に関する調査結果の分析】  平均正答率 ５０％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導の改善に向けて】 

分数の加法について、数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、既習の整数の加法に帰着できるようにする 

○ 分数の加法について、数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、共通する単位分数を見いだすことで、整数

の加法に帰着して考察できるようにすることが大切である。本設問では、分数の加法について、共通する単位分数を見

いだし、加数と被加数が、共通する単位分数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述できるかどうかを問うている。共通する

単位分数として 1/12 を見いだし、3/4は 1/12 の９個分、2/3は 1/12 の８個分であることを記述できているよう、

日々の学習を積み上げていく必要がある。 

算数正答例 算数問題 

正答率が最も高かった問題 
 

正答率が最も低かった問題 
 

〇 全16問中、正答率が 75％を上回ったのは 2問で、50％を下回ったのは８問です。 

〇 全16問中、無解答率が 15%を超えたのは、10問目(３(2))となっていました。  

問 題 番 号：２(3) 

出題の趣旨：角の大きさについて理解しているかどうかを

みる。 

 

正答：ウ 

この問題に 

ついて 
綾瀬市 全国 

全国との 

比較 

正 答 率 77.2% 79.3% -2.1 

無解答率 1.2%  1.0% +0.2 

 

問 題 番 号：３(２) 

出題の趣旨：分数の加法について、共通する単位分数を見

いだし、加数と被加数が、共通する単位分数

の幾つ分かを数や言葉を用いて記述できるか

どうかをみる。 

 

正答：  と  のもとにする数を同じ数にするとき、その数

は   になります。   は   の９個分、   は   の

８個分です。 

この問題に 

ついて 
綾瀬市 全国 

全国との 

比較 

正 答 率 15.5% 23.0% -7.5 

無解答率 20.2% 15.7% +4.5 
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【理科に関する調査結果の分析】  平均正答率 ５１％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導の改善に向けて】 学習内容の関係付けによる深い理解 

〇 学習した知識を身の回りで見られる事物・現象と関係付けたり、様々な内容で習得した知識を整理し

たりして、物質の性質に関する理解を深めることが大切である。指導に当たっては、例えば、第３学年「Ａ

(4)磁石の性質」ア(ｱ)において、磁石に引き付けられる物と引き付けられない物を調べる際に、第３学年

「Ａ(5)電気の通り道」ア(ｲ)での実験の結果を振り返りながら、物質の性質に着目して整理する学習活

動が考えられる。 

理科正答例 理科問題 

正答率が最も高かった問題 
 

正答率が最も低かった問題 
 

〇 全17問中、正答率が 75％を上回ったのは 1問で、50％を下回ったのは７問でした。 

〇 全17問中、無解答率が 15%を超えたのは 11問目（３(4)）となっています。 

問 題 番 号：１一(1) 

出題の趣旨： 数量の関係を、□を用いた式に 

表すことができるかどうかをみる。 

 

問 題 番 号：２一(1) 

出題の趣旨： 身の回りの金属について、電気を通す物、磁石

に引き付けられる物があることの知識が身に付い

ているかどうかをみる。 

 

この問題に 

ついて 
綾瀬市 全国 

全国との比

較 

正 答 率 75.0% 79.5% -4.5 

無解答率 3.2%  2.5% +0.7 

 

正答：ア 300、イ 250 

この問題に 

ついて 
綾瀬市 全国 

全国との 

比較 

正 答 率 8.0% 10.6% -2.6 

無解答率 0.4%  0.6% -0.2 

 

正答：アルミニウム ２、鉄 １、銅 ２ 
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【児童・生徒質問調査の結果の分析】 

 

 

    

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

〇家庭学習の習慣化を目指していますが、全国平均と比べると、家庭学習の時間が少ないことがうかがえます。帰宅後の

家庭での時間の使い方を、改めて見直してみることも大切です。お子さまが自分で学習の計画を立て、自主的に学習に

取り組めるよう、学校でも伝えてまいりますが、御家庭でも引き続き温かい言葉かけや励ましをお願いいたします。 
 

普段（月曜から金曜日）の日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしていますか（児童質問調査から） 

① 

児童質問調査 生徒質問調査 

〇「国語、算数、理科の勉強は好きですか」については、全国より下回る傾向にあります。 

〇今後も引き続き、児童・生徒が「国語、算数、理科の勉強が好き」と感じるような授業づくりに努めていきます。 

② ③ 

⑤毎日、同じくらいの時刻に起きていますか 

 

④朝食は毎日食べていますか 

〇「朝食は毎日食べていますか」「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」については、「当てはまる・やや当てはまる」

の回答が小学生・中学生ともに９０％を超えており、定着が見られます。 

〇「発表を工夫していましたか（前学年時）」については、「当てはまる・やや当てはまる」の回答が小学生・中学生とも

全国より高く、自分の考えがうまく伝わるよう工夫して発表をしていることが分かります。 

御家庭と協力したいこと ～家庭学習の習慣化～ 

⑥発表を工夫していましたか（前学年時） 

今年度の結果 経年変化（市小学生） 

5 


